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本ウェビナーの背景

本ウェビナーのグループは、地域の脱炭素化と持続可能な地域づ
くりを、研究と実践の両面から追求してきた実務家と研究者から
なる 

過去10年間にわたり、100を超える国内外の先進事例を訪問・
調査し、関連する課題に包括的に対応する地域運営のあり方を検
討してきた 

先進事例においては、持続可能な地域社会の実現を戦略の柱とし
つつ、エネルギー自立やエネルギー源転換といったより具体的な
テーマの中で包括的議論・実践を行う自治体が多く存在　→  
「エネルギー・ガバナンス」という概念で整理
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『エネルギー・ガバナンス：地域の政
策・事業を支える社会的基盤』（2018）

エネルギー・ガバナンスを支える社
会的基盤： 

1. エネルギー・ガバナンスを追
求する政治的意志 

2. その政治的意志を支える制
度・政策 

3. その制度・政策を活用する人
材・組織 

３要素を同時並行で整備する必要性
を、国内外の事例をもとに提起
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「エネルギー・ガバナンス」を支える 
　社会的基盤の３要素
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全てのレベルにおける 

政治の意志 
例）ゼロカーボンシティ宣言、

EEAへの挑戦

意志の実現を支える 

制度・政策 
例）e5、再エネ補助金、市民参

画手法（LA21など）

制度・政策の実践
を担う 

人材・組織 
例）エネルギーエージェン
シー、エネルギーアドバイ

ザー、継続教育



『エネルギー自立と持続可能な地域づくり：
環境先進国オーストリアに学ぶ』（2021）

社会的基盤の３要素のうち、主に
「② 政治的意志を支える制度・政
策」の具体的な要素の把握やその実
現に向けた検討を、オーストリアを
事例に取り組む 

特に、脱炭素化の取り組みを地域社
会で支える中間支援組織「エネル
ギー・エージェンシー」を中心とし
た地域エネルギー・ガバナンスの体
制づくりについて詳細に分析
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『脱炭素地域づくりを支える人材：
日欧の実践から学ぶ』（2025）

これまで十分に検討できていなかった、
「③　その制度・政策を活用する人材・組織」
にフォーカス 

この分野における「人材」に関わる不足（現
場・研究両面において）は国内外共通の課題 

人材  ＝「社会的基盤を創り出すあるいは支
える人々」　→　フロントランナーのみなら
ず、リーダーを積極的に支えるサポーター
や、そこまで能動的でなくても彼らが切り拓
いた道を受け入れてともに歩むフォロワーの
ような人まで包含する考え方 

人材が有する能力の特徴の把握やその育成方
法の検討とともに、さまざまな主体が地域社
会においてそのキャパシティを広げる機会に
ついても議論
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